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生き物の発生は
不思議がいっぱいです。

が神経になっていくのは、どのような仕組みによっ
ているのでしょうか。すなわち細胞の発生運命決
定のメカニズムを解明するのが、本研究室のテー
マです。
　実験材料としては、脊椎動物に進化する少し
手前の動物であるホヤを用いています。ホヤの受
精卵は 18時間で右のようなオタマジャクシに発
生します。すでにホヤの発生は詳細に記載されて
おり、胚のどこから、オタマジャクシのどこがつくり
出されるかを、正確に予測できるのです。
　研究の独創的な点は、発生運命の決定機構
に関して、ホヤという実験動物を取り上げ、それを
まるごと一匹分、解明しようとするところにありま
す。ホヤのオタマジャクシ幼生は単純な構造を持
ち、少数の細胞でできています。このことは、胚発
生における発生運命の決定機構を組織ごとに、

かつ全ての組織タイプについて明らかにできると
いう可能性を示しています。単純ではあるものの、
脊椎動物の原型をなす動物を用い、そのほとん
どの組織について細胞運命決定機構を解明する
ことは、発生学の進歩において有意義な一里塚
になると考えられます。

(発生生物学分野）　我々はすべて100ミ
クロンの受精卵から発生してきた。いった
いどのようなしくみで、そんなことが可能
になるのかを考えてみたことがあるだろう
か。私たちの研究室では、分子生物学的手
法を駆使し、いかにして卵からからだがで
きあがるかという問題に取り組んでいま
す。
ホヤ初期胚発生の細胞・分子レベルで
の解析
　発生過程では、ただ細胞の数が増えるだけ
ではなく、多種多様な機能を持った細胞が作り
出されてきます。例えば、表皮、筋肉、神経、血細
胞などがそれです。これらの細胞もすべて元をた
どれば、受精卵からできてくるわけです。卵が分
裂した後、特定の細胞が筋肉に、また別の細胞
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